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どもの権利救済機関として新たに開設して1年。子どもたちや保護者からの悩みの声に耳
を傾け、〝その子にとって一番いいこと〞をともに考えながら活動を積み重ねてきました。

　市川・薄木両救済委員が、初年度の活動を振り返ります。

試行錯誤の1年
薄木委員 :相談内容は、微笑ましいものから深刻なものま

で千差万別でした。相談によって解決に至る例が相当

ありましたから、この相談自体が支援になっていると感

じます。相談が機能するということは、背後に、調査調

整ができるという救済申立ての制度があることも大き

いように思います。

市川委員 :そうですね。子どもの権利を守るということは、

子どもの健全な発達を支えることでもあります。子ど

もたちの声を聴くこと自体が、広い意味で救済なんで

すね。子どもたちは、友だちや先生との関係、そして

学習にかなりのエネルギーを使い、満たされない思い

やうっぷんを抱えている。でも、それを受けとめる相手、

たとえば、かつて地域にあった子ども集団や顔見知り

の大人との関わりは少なくなっています。夕刻時のアシ

ストには、「あのね、聞いて…」というつぶやきが聞こ

えてくることが多くありましたね。

『感受性豊かに聴くことの大切さ…』（市川委員）
市川委員 :幼い子どもからの短い言葉、自己肯定感の少な

い思春期のメール、子どもとの関わりに悩む母親の長

い電話…本当にさまざまです。子どもは自らの心を、

言葉を紡いで表現するわけですから、じっくりと耳を

傾ける聴き手の豊かな感受

性が問われます。保護者は、

悔しさ悲しさから過度な反

応を起こす面も確かにあり

ましたが、こちらが気持ち

をくみ、批判しないで聴い

ていくと、事態を客観視で

きるようになることも多く

ありました。

211-3783大 人 用
T E L

ホームページからも相談できます

さっぽろ市
02-G01-10-373
22-3-82

assist@city.sapporo.jp
0120-66-3783

みんなのな や み

●日曜日・祝日・年末年始はお休みです。

http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

発行：札幌市子どもの権利救済機関子どもアシストセンター
〒060-0051 札幌市中央区南１条東１丁目 大通バスセンタービル１号館6階

211-2946 211-2948 http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

ご存知ですか？
「子どもの権利条例」
　子どもが健やかに成長するために欠かせない
「子どもの権利」。
　札幌市では、子どもの権利を大切にし、みんな
で子どもの成長を支えていくためのきまりとし
て、「子どもの権利条例（子どもの最善の利益を
実現するための権利条例）」を制定しています。 市民一人ひとりが子どもの権利の重要性を理解し、子どもにとって最もよいことは何かを考え

ながら、子どもとかかわることが大切です。

相談内容
T E L
受付時間

U R L

いじめ問題、不登校など
0120-127-830 ／ 0570-078310（全国統一の教育相談ダイヤル）
月～金 9:00～20:00（※） ／ 24時間受付
http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/ijime/soudan.htm
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●いじめ電話相談 （札幌市教育委員会）

相談内容
T E L
受付時間

U R L

不登校、いじめ、発達についての心配、子育ての悩みなど
671-3210
月～金 8:45～17:15（※）
http://www.sec.sapporo-c.ed.jp/j_k_soudan.html

●札幌市教育センター教育相談室・幼児教育センター （札幌市教育委員会）

相談内容
T E L

受付時間
U R L

非行、少年の犯罪被害、少年の悩みごとなど
0120-677-110
【携帯電話からは】 011-242-9000
月～金 8:45～17:30（※）
http://www.police.pref.hokkaido.jp/info/seian/syou
nen/s_center/syonen_sodan.html

●少年相談110番 （北海道警察本部少年サポートセンター）

相談内容
T E L

受付時間

U R L

いじめ、対人関係、不登校、非行、親子関係など

中央区　511-7221　豊平区　822-2400
北　区　757-2400　清田区　889-2400
東　区　711-3211　南　区　581-5211
白石区　861-0336　西　区　621-4241
厚別区　895-2400　手稲区　681-1211
月       9：45～16：30
火～金 9：45～16：15（※）
http://www.city.sapporo.jp/kodomo/jisou/soudanin.html

●各区家庭児童相談員

相談内容
T E L
受付時間

U R L

いじめ、虐待、不登校など全般
281-5110
木 16:00～18:00
http://www.satsuben.or.jp/info/committee/

●子どもの権利110番 （札幌弁護士会）

相談内容
T E L
メ ー ル
受付時間

U R L

育児、しつけ、不登校、非行、虐待、家庭環境など
765-1000　　F　A　X 765-1444
kodomo@kousyou.or.jp
24時間受付・年中無休
http://www.kousyou.or.jp/index.html

●興正こども家庭支援センター 

相談内容
T E L
受付時間
U R L

子育てに関すること、子どもの悩み全般
854-2415　　F　A　X 836-4152
24時間受付・年中無休
http://www.hitujigaokayougoen.or.jp/modules/shien
center/

●YOU・勇・コール （羊ヶ丘児童家庭支援センター）

相談内容
T E L
受付時間

U R L

U R L

いじめ、体罰、不登校、虐待などの子どもに関わる人権問題
0120-007-110
月～金 8:30～17:15 （※）

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

●子どもの人権110番 （札幌法務局）

※印の窓口は土日・祝日・年末年始はお休みです。

【インターネット人権相談受付（24時間受付）】

【各区健康・子ども課】

【携帯電話用（子ども用）】
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初年度の活動を終えて
子

市内には子どもに関わる多くの相談窓口があります。
困ったことや心配なことなどがありましたら、ひとり
で抱えないで、まずはお話ししてみませんか。
（どの窓口も秘密は守ります）。

子ども相談
窓口案内
子ども相談
窓口案内

札幌市子どもの権利救済機関

子どもアシストセンター

子ども専用
フリーダイヤル

薄木委員 :傾聴することと、問題解決に向けて関わることと

の兼ね合いでもあると思いますが、相談員、調査員、救

済委員とそれぞれキャリアが違いますので、どう対応す

るかは事例の検討を積み重ね、進めてきました。

『ゆるやかな権限にこそ、可能性が…』（薄木委員）
薄木委員:条例上は相談、申立て、

調査調整、救済という流れを

基本にしていますが、申立て

を前提条件にせず、必要であ

れば調整として介入すること

で、事実上の救済効果が発揮

され解決に至ることも多かっ

たですね。

市川委員 :活動を積み重ねていく中で、柔軟にやっていこう

ということになりました。

薄木委員 :救済機関は裁判所ではない。法律によって捜査す

る警察や措置をする児童相談所でもない。当事者の間に

入る〝調整〞というゆるやかな権限です。でもだからこそ、

幅広い権利侵害に関わることができる可能性があると考

えています。

二年目からが大切
市川委員 :相対的に見ると日本の子どもたちは恵まれていま

す。では、目の輝きはどうでしょうか。生き生きとした未

来を描くことができる子どもたちが育つ環境を、私たち大

人は作っているのか。大人の一人として自問しつつ、救済

機関としてそこを問いかける役目があると思っています。

薄木委員 :いくつかの相談の中に共通した問題点が含まれて

いる場合もあります。これらが一定数発見できるとすれ

ば、制度改善を求めるなど何らかの意見を出すことも検

討したいと考えています。

安心して生きる権利 豊かに育つ権利 参加する権利自分らしく生きる権利

子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利

薄木宏一救済委員
［弁護士・人権擁護委員］

市川啓子代表救済委員
［札幌学院大学教授・臨床心理士］

薄木宏一救済委員
［弁護士・人権擁護委員］

市川啓子代表救済委員
［札幌学院大学教授・臨床心理士］



母親
615件子ども

本人
562件

親族　36件
その他　36件
父親　26件
学校　3件

小学生
189件

中学生
205件

高校生　42件

有職　1件

無職　4件

その他学生
11件

成人　1件

不明
109件

家庭生活
636件

学校生活
1,893件

施設生活
10件

性格行動
423件

身体的問題
106件

対人関係
135件

不良行為　56件
その他　312件

※延べ件数

小学校
18件

中学校
10件

市教育委員会
1件

児童相談所
9件（※）

その他　3件

※うち7件は虐待通告

平成21年度、アシストセンターには実件数1,278件（※1）、延べ件数3,571件（※2）の
相談が寄せられました。名称を引き継いだ旧アシストセンターに比べると、
相談件数は実件数で約1.7倍、延べ件数で約1.2倍に増加しています。
また、相談だけで解決が難しく、「調整活動」を行ったものは、41件ありました。

※1　実件数：一人の子どもについての相談を1件としています。
※2　延べ件数：一人の子どもについて3回の相談を受けた場合は、延べ3件と数えています。

シストセンターの対応は、子どもや保護者からの相談から

始まります。相談は、いじめや暴力など子どもの権利侵害に

限らず、友人・親子関係など実に幅広く、子ども自身からの相談が実

件数の4割以上を占めていることも特徴の一つです。

　では、これらの相談活動と子どもの権利を守るということとは

どのような関係にあるのでしょうか。

　子どもからの相談に限ってみると、「いじめにあってつらい」と訴

える相談（延べ数で全体の6.5％）のほかは、「クラスになじめない」

「謝ったのに友だちが許してくれない」「親に叱られた」「なんだか

やる気が出ない」といった、「つぶやき」がほとんどです。

　集団の中でのかっとうや小さな挫折はだれしも経験すること。で

も、自分の力で現実を乗り越えて成長するには、“満たされない思

い”や“もやもやした気持ち”が、周囲の大人にさりげなく受けとめ

られ、見守られることによって新たな気持ちに切り替わっていくと

いう体験が必要です。しかし近年では、子どもたちが日常接する大

人はごく限られており、身近な大人に発せられたはずの子どもたち

の「つぶやき」は行き場を失いつつあります。

　このような状況で、子どもの声に耳を傾け、あなたを応援してい

るよというメッセージを発信することは、子どもの安心感を築き、

健全な発達を支えることにつながります。子どもの権利を守るため

には、権利を侵害された子どもの救済だけではなく、このような

“聴く”という機能も、救済機関としてのアシストセンターの役割の

一つであると考えます。

平成21年度の活動状況は、
ホームページ上にも掲載しています。
どうぞご覧ください。

子どもの悩みや課題について、スタッフ

とともに考え話し合ってみませんか。

お問合せ・お申込みは、

事務局（211-2946）まで。

※講座は無料です

活動状況報告から

子どもからの相談が4割以上、
母親からの相談も約2倍に増加
半数以上が「学校生活」の相談
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子どもの
「今、ここで」の思い
子どもの
「今、ここで」の思い

ア

談だけでは解決が難しく、問題が生じた状況を見極めながら具体的に何らかの調

整が必要となることがあります。この“相談の延長として行う活動”を「調整活動」

と位置付けていますが、これには、関係機関への「事実確認」や児童相談所への「虐待通

告」、問題解決のための「協力要請」や「話合い」などさまざまな内容、程度を含みます。

　平成21年度の調整活動の約7割は、学校が舞台でした。担任の指導方針に納得がいか

ない、特に、教室内の子ども同士のトラブルについて明確な対応がされないことに対す

る不満が数多く寄せられています。

　いわば「うまくいかなくなった関係」にどのように関わっていくか、当事者である子ど

もがどのように感じているのか、そして再び信頼関係を築くためには何が必要かなど

「人と人とをつなぐ」ことを基本にした「調整活動」を目指して、試行錯誤が続いています。

　なお、これらの相談・調整活動を行う中で、救済の申立てを受理したのは3件でしたが、

いずれも解決済みであり、条例に規定する「勧告」「意見表明」「是正等の要請」は行ってい

ません。

再再びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびつながり合うつながり合うためにために再びつながり合うために再びつながり合うために
相

護者からの相談で最も多かったのは、子どもと教師との関

係。一方で、子育てに関する親の焦りが寄せられることもしば

しばでした（養育・しつけに関する相談　延べ数で全体の12.6％）。

　保護者は自分の子どもにはどうしても過度の要求をしがちです。

特に今日のように少ない子どもを失敗なく育てたいという気持ちが

強い場合には、子どもの長所を認めるよりは短所を性急に直そうと

したり、感情的に叱りつけることが多くなるようです。

　保護者、特に母親からがほとんどですが、子どもの養育について

の悩みを傾聴していくうちに、その裏側にある母親自身の孤独感や

不安感に気付かされます。長期にわたって関わりのあるケースでは、

自分の生い立ちや夫婦間の問題など、母親自身の語りが主となるこ

とがあります。子どもにとって最も大きな影響力を持つ家庭、とりわ

け母親の気持ちの安定を願い、相談員が気持ちをくみながら、批判

をせずに耳を傾けることが大事になっています。

護者護者護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保護保護 のの苦悩苦悩にに寄り添う寄り添う保護者の苦悩に寄り添う保護者の苦悩に寄り添う
スタッフからのメッセージスタッフからのメッセージ保

統 計 平成21年度

「今、
ここで」聞いてほしいという子どもの思いに応えるた

め、アシストセンターではメール相談のほか、夜間（平日

夜8時まで）や土曜日（10時～15時）も子ども専用のフリーダイヤル

を開設しています。中学生からの初回相談（205件）ではメール相談が

6割以上（132件）を占め、小学生からの初回相談（189件）では電話

相談が8割近く（151件）となっています。

　子ども自身が自らの心を言葉で表現するには、じっくりと耳を傾

けてくれる聴き手が必要です。たどたどしくても言葉を紡ぐことに

よって、それまで形のなかった“もやもや”の原因に自らたどり着くこ

とも稀ではありません。そこには自分の気持ちを受けとめてもらっ

てすっきりするということの他に、話すことで自分を客観的に見つ

められるという側面も見逃せません。子ども自身が見知らぬ大人に

自分の気持ちを伝えることには大きなハードルがありますが、その

意味において、とりわけ受け手の側の豊かな応答性が問われます。

　また、相談者の真の意図をくみとるには感受性を常に磨いておく

ことも大切です。

平成21年度

調整活動は41件、このうち
当事者間の話合いに立ち会ったものは8件
救済制度の適用は3件

相談をしてきた人は？

相談をしてきた子どもは？

相談の内容は？

調整先は？

あしすと
出前講座

ホームページでは、スタッフによるコラ

ムを毎月掲載しています。年齢や経験も

さまざま、多彩な顔ぶれのスタッフに、

どうぞ会いに来てくださいね。

アシストセンターを身近に感じていただけるよう、出前
講座やホームページを通じて、相談・救済スタッフの生
の声をお届けしています。どうぞ、ご利用ください。

コラム
「こんにちは、
アシストです」

子どもアシストセンター 検　索

相 談相 談

調 整 活 動 ・
救 済
調 整 活 動 ・
救 済

き く よ む
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どもの権利救済機関として新たに開設して1年。子どもたちや保護者からの悩みの声に耳
を傾け、〝その子にとって一番いいこと〞をともに考えながら活動を積み重ねてきました。

　市川・薄木両救済委員が、初年度の活動を振り返ります。

試行錯誤の1年
薄木委員 :相談内容は、微笑ましいものから深刻なものま

で千差万別でした。相談によって解決に至る例が相当

ありましたから、この相談自体が支援になっていると感

じます。相談が機能するということは、背後に、調査調

整ができるという救済申立ての制度があることも大き

いように思います。

市川委員 :そうですね。子どもの権利を守るということは、

子どもの健全な発達を支えることでもあります。子ど

もたちの声を聴くこと自体が、広い意味で救済なんで

すね。子どもたちは、友だちや先生との関係、そして

学習にかなりのエネルギーを使い、満たされない思い

やうっぷんを抱えている。でも、それを受けとめる相手、

たとえば、かつて地域にあった子ども集団や顔見知り

の大人との関わりは少なくなっています。夕刻時のアシ

ストには、「あのね、聞いて…」というつぶやきが聞こ

えてくることが多くありましたね。

『感受性豊かに聴くことの大切さ…』（市川委員）
市川委員 :幼い子どもからの短い言葉、自己肯定感の少な

い思春期のメール、子どもとの関わりに悩む母親の長

い電話…本当にさまざまです。子どもは自らの心を、

言葉を紡いで表現するわけですから、じっくりと耳を

傾ける聴き手の豊かな感受

性が問われます。保護者は、

悔しさ悲しさから過度な反

応を起こす面も確かにあり

ましたが、こちらが気持ち

をくみ、批判しないで聴い

ていくと、事態を客観視で

きるようになることも多く

ありました。

211-3783大 人 用
T E L

ホームページからも相談できます

さっぽろ市
02-G01-10-373
22-3-82

assist@city.sapporo.jp
0120-66-3783

みんなのな や み

●日曜日・祝日・年末年始はお休みです。

http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

発行：札幌市子どもの権利救済機関子どもアシストセンター
〒060-0051 札幌市中央区南１条東１丁目 大通バスセンタービル１号館6階

211-2946 211-2948 http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

ご存知ですか？
「子どもの権利条例」
　子どもが健やかに成長するために欠かせない
「子どもの権利」。
　札幌市では、子どもの権利を大切にし、みんな
で子どもの成長を支えていくためのきまりとし
て、「子どもの権利条例（子どもの最善の利益を
実現するための権利条例）」を制定しています。 市民一人ひとりが子どもの権利の重要性を理解し、子どもにとって最もよいことは何かを考え

ながら、子どもとかかわることが大切です。

相談内容
T E L
受付時間

U R L

いじめ問題、不登校など
0120-127-830 ／ 0570-078310（全国統一の教育相談ダイヤル）
月～金 9:00～20:00（※） ／ 24時間受付
http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/ijime/soudan.htm

受付
時間

電話で
相 談

メールで
相 談

会って
相 談

月 金 10：00 20：00～ ～
土 10：00 15：00～
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●
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ほくでん
●

東
豊
線 

大
通
駅

南
北
線 

大
通
駅

東西線 大通駅 バスセンター
前駅

N
国
道
5
号 

（
創
成
川
通
） ※駐車場はありません

子どもアシストセンター
（6階）

●いじめ電話相談 （札幌市教育委員会）

相談内容
T E L
受付時間

U R L

不登校、いじめ、発達についての心配、子育ての悩みなど
671-3210
月～金 8:45～17:15（※）
http://www.sec.sapporo-c.ed.jp/j_k_soudan.html

●札幌市教育センター教育相談室・幼児教育センター （札幌市教育委員会）

相談内容
T E L

受付時間
U R L

非行、少年の犯罪被害、少年の悩みごとなど
0120-677-110
【携帯電話からは】 011-242-9000
月～金 8:45～17:30（※）
http://www.police.pref.hokkaido.jp/info/seian/syou
nen/s_center/syonen_sodan.html

●少年相談110番 （北海道警察本部少年サポートセンター）

相談内容
T E L

受付時間

U R L

いじめ、対人関係、不登校、非行、親子関係など

中央区　511-7221　豊平区　822-2400
北　区　757-2400　清田区　889-2400
東　区　711-3211　南　区　581-5211
白石区　861-0336　西　区　621-4241
厚別区　895-2400　手稲区　681-1211
月       9：45～16：30
火～金 9：45～16：15（※）
http://www.city.sapporo.jp/kodomo/jisou/soudanin.html

●各区家庭児童相談員

相談内容
T E L
受付時間

U R L

いじめ、虐待、不登校など全般
281-5110
木 16:00～18:00
http://www.satsuben.or.jp/info/committee/

●子どもの権利110番 （札幌弁護士会）

相談内容
T E L
メ ー ル
受付時間

U R L

育児、しつけ、不登校、非行、虐待、家庭環境など
765-1000　　F　A　X 765-1444
kodomo@kousyou.or.jp
24時間受付・年中無休
http://www.kousyou.or.jp/index.html

●興正こども家庭支援センター 

相談内容
T E L
受付時間
U R L

子育てに関すること、子どもの悩み全般
854-2415　　F　A　X 836-4152
24時間受付・年中無休
http://www.hitujigaokayougoen.or.jp/modules/shien
center/

●YOU・勇・コール （羊ヶ丘児童家庭支援センター）

相談内容
T E L
受付時間

U R L

U R L

いじめ、体罰、不登校、虐待などの子どもに関わる人権問題
0120-007-110
月～金 8:30～17:15 （※）

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

●子どもの人権110番 （札幌法務局）

※印の窓口は土日・祝日・年末年始はお休みです。

【インターネット人権相談受付（24時間受付）】

【各区健康・子ども課】

【携帯電話用（子ども用）】

3

初年度の活動を終えて
子

市内には子どもに関わる多くの相談窓口があります。
困ったことや心配なことなどがありましたら、ひとり
で抱えないで、まずはお話ししてみませんか。
（どの窓口も秘密は守ります）。

子ども相談
窓口案内
子ども相談
窓口案内

札幌市子どもの権利救済機関

子どもアシストセンター

子ども専用
フリーダイヤル

薄木委員 :傾聴することと、問題解決に向けて関わることと

の兼ね合いでもあると思いますが、相談員、調査員、救

済委員とそれぞれキャリアが違いますので、どう対応す

るかは事例の検討を積み重ね、進めてきました。

『ゆるやかな権限にこそ、可能性が…』（薄木委員）
薄木委員:条例上は相談、申立て、

調査調整、救済という流れを

基本にしていますが、申立て

を前提条件にせず、必要であ

れば調整として介入すること

で、事実上の救済効果が発揮

され解決に至ることも多かっ

たですね。

市川委員 :活動を積み重ねていく中で、柔軟にやっていこう

ということになりました。

薄木委員 :救済機関は裁判所ではない。法律によって捜査す

る警察や措置をする児童相談所でもない。当事者の間に

入る〝調整〞というゆるやかな権限です。でもだからこそ、

幅広い権利侵害に関わることができる可能性があると考

えています。

二年目からが大切
市川委員 :相対的に見ると日本の子どもたちは恵まれていま

す。では、目の輝きはどうでしょうか。生き生きとした未

来を描くことができる子どもたちが育つ環境を、私たち大

人は作っているのか。大人の一人として自問しつつ、救済

機関としてそこを問いかける役目があると思っています。

薄木委員 :いくつかの相談の中に共通した問題点が含まれて

いる場合もあります。これらが一定数発見できるとすれ

ば、制度改善を求めるなど何らかの意見を出すことも検

討したいと考えています。

安心して生きる権利 豊かに育つ権利 参加する権利自分らしく生きる権利

子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利子どもの豊かな成長に欠かせない4つの権利

薄木宏一救済委員
［弁護士・人権擁護委員］

市川啓子代表救済委員
［札幌学院大学教授・臨床心理士］

薄木宏一救済委員
［弁護士・人権擁護委員］

市川啓子代表救済委員
［札幌学院大学教授・臨床心理士］


